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能装束小袖物の用途別にみる寸法と着装との関係

A study on the Measurements and Dressing according to use of Kosode-style Noh Costumes 

問中淑江

Yoshie TANAKA 

1.はじめに

能楽は 14世紀後半に大成した 600年の雌史

を誇る日本の伝統芸能である。 2001年にユネ

スコの「世界無形遺産Jとして認められ、その

芸術性は高く評価されている。そこで舞台衣装

として用いられる能装束は、尚皮な染織技術を

駆使して制作されており、日本の代表的な染織

文化財である。

従来の能装束の研究は、染織技法、意匠にl期

するものが主流であった。しかし、近年になり

能装束の形状および寸法に関する研究にも着目

されるようになってきた。

本研究では筆者の継続研究である、能装束小

袖物の形状及び寸法の変化について更に詳細!な

分析を行う。能装束小袖物とは様々な能装束が

ある中で小袖の形状をしている装束を、形状の

上で分類した際の名称である。この小袖物には

唐織、厚板、摺箔、縫箔などがあり、これらを

着装の用途別で分類すると「表着類J(洋服で

いえばジャケット的役割U)、また「着付類(下着)J

(洋服でいえばシャツ、ブラウス的役割)とし

てそれぞれ用途により着装の区別がされる。能

装束の分類については後述する。

筆者の従来の羽u稿では、能装束小袖物を一括

して分析を行ってきた九今回は、能装束小袖

物を着装上の分類により更に詳細な分析を行

い、時代は江戸時代後期から幕末期の作品を取

り上げる。この時代は、能装束小袖物にとって

ベルエポックともいえる、着装方法の変化、及

び寸法が著しく変化する時j別である。着装方法

では、それまでのゆったりとした小袖の着装姿

から、おはしより2.を整え、体に添わせる着装

へと変化した。それに伴い、幅広く仕立てられ

ていた身幅、対丈の身丈、袖脳は肩幅より狭い

形状が、この時期を境に、 ;jiI隔が狭く、身丈が

長く、袖幅が肩幅より広くなり、現代の着物と

類似の形状へと変化する時代である。このよう

な過渡期において、能装束小柑l物を着装の1日途

別の分類で詳細lに分析することで、それぞれの

小袖の寸法にはどのような特徴が生じたのか、

またそれが着装方法とどのように関連している

のかなどの考察を行う。

2.能装束の分類

能装束の分類方法は主にその形状で分類する

場合と、着装の用途別で分類する場合がある。

形状で分類すると、袖口が縫いふさいでなく

広く IlHいた状態の「大袖物jと袖口まで縫い詰

めた「小袖物J、「袴Jrその他」に分けられる。

「大袖物Jには狩衣・法被・側次・長絹・舞衣・

水衣・直垂・素襖などがあるo r小袖物」には

唐織・厚板・縫箔・摺箔・挺斗目などある。「袴

類Jには大口・半切り・指貫などがあり、「そ
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紅白段íIll無 f蝶ß~l>li日.'f繊 細I地屯紋~i1九|築様!I三切

[問調山 I:~};{ ~と料館必 18C 向I:b};{~と料館i~長 18C

腰.m;

|耳11 能袋*のj彰状分野i

尚j:』陀!と利.Iili縦

18 -19C 

川崎tr弘同問I 1/.'1'織」はほとんどの場合女役の衣ポとして

J、ptiど， I JIJいられる、絢糊栄華な装米である。

1;(12 ，，''f;淡の)IJ途別分lii

の他」には服'ii7 ・ 嬰;~Wなどの .m'%l と、 lif( IIJ など

に分知できる(1立11)。

また、能装米を着装の川途別に分filすると、

「ぷ"，vi:~iJ I;'{j'付額J1袴茸uとなる。一需上に

ずf川する数:米を 「表;{(~lJと いい、 「衣府知J

の !ごに才(JIJする装束を rlf小JfiiJとする。「表

Ji:知」にはliij述の 「大相11物Jと 「小祁l物」のほ

織.)μ紋などが n::JIJいられる。また l"，vfH頬j

にはJJT織 .}平板 ・縫詫'j. mrfi . ~t斗 日 ・ 佑子な

どの 「小布11物Jが!日いられる(医12)。

次に木研究の湖ヨモ対象である 「小 ~II物」につ

いて説明する(1三13)。

I}f/板」は-Lに男役または荒布11J担論.の装束と

して、法被やL毛利 ・水衣 ・仰IJ(欠などの下に着る

お{.JけとしてJIJいられるので、立医は)J~fJt く 、

明快で大JJI!なものがみられる。女役でJIJいられ

る場合は老年の身分の日くない役柄の去おとし

てJIJいられる。

「鎚詫iJはj:に女役の雌どきと いうお方にJIJい

られる悲斑な装点である。また縫箔は!J.・役だけ

でなく 、挙:胞な役柄である 、F家の公述や童子、

殿上人などのお付けとしてもJIJいられる。刺繍

と杭がmいられる美しい装点である。

11'/111白Jは女役専川の治f・J'けで、金叙杭が川

いられる装点である。

「その他」は本研究では所蔵先でお付として

分刻されていた峨々な小布hを似宜上、 その他と

してまとめた。「民斗円J1佑子J11前絵J1制珍J
「錦織J1型染」など。

以上が「小担11物」の分知と特徴である。
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1;(13 小Ilh物のやfl1Ji

3.資料について

3 -I ，~品交方法

筆者は現イ1:まで、 |事物郎、 美術命L研究機関

に所泌されている桃1111時代 (171":紀)か ら現

在 (211":紀)までに製作された約 270飢の能

装束小側l物を調査してきた。調子f.1λl作は能装束

を仕立てに必要な 16問所を古hWJ(1災14)、仕立

f手の平rJ!!ri、京地、{云米、 作品の特徴、 1'JII封状態

などである。

3 -2 rt:f'1の概要

調査により作品のIjlには仕立替があ り、制作

当初jの形状、寸法を縦[付1していないものが含ま

れることが分かった。分析するうえで、 これら

の作 1171 は分析対象外と し、仕立杯の !!!~い作品

166 'ID'Iを分析対象 とした。 さらにこのイ|。屯倖の

無い作品のIjlからf1fi川代後WJ(18 111:紀後半

から 19 世紀前半)とれ)~iII.¥'代幕末期 (19世紀

11"頃)の作品を選択し、 86領を今川の分析対

象とした (ボ 1)。 このIjlには年紀がIYJらかな

liiilH家、 j也川家伝来のf'h'II'，27領を合んでいる。

4.資料分析結果

江戸時代後 JUJ 、fI:戸 H幸代k;U~WJの小担h物 86

簡をlS織、 }1/板、縫箔、捌?町、その他 Uf付け

として所蔵先で分刻された小布11。悦斗日・絡[-.

JJl絵の小制!など)に分類し、それぞれの瓜11で

I ' I~均他J、 Illi ~fi 1111 J、1M小他j、「最大古川を

導き /1¥し検討する。なお、数lltの少ないJjj11に

ついては平均11!iのみ記載し、 数11liがZ~: / I\ できな

い瓜11は I-Jとした(去 2)。

4 - I 江Fill.Y.代後WJ
小相h物を苅払:川途別に7J~ した平均値と、 小骨h

物全体の平均官!iを比l脱すると(表 2- 1)、全

体の傾向としては、 ljt織、}i/似、 縫箔は、全体

の、11.均イl自にfti似した数値を示した。その他(お

小jけ)は半数以卜.の箇所で平均11!iより大きい古代

を示 し、j?i?iflは'1'"数以上のf.!lI'iyj'で平均11立を 1'1111

わる数他を示 した。

これらの次に小 ~II物を着装川途}JIjに仕立てに

必史な 16箇所の寸法平均11!iの特徴に注Uする。

まず、全体の平均仙と比'1交すると、差4もがみら

れるのは身丈、身 I~r.i (前 I~M 、 後 I~I，D 、 衿 1; 、 lìíj
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前身項

::"'t⑩前下り
経つけ位置

⑤舗掴

後身項

s 
丈

①身丈

②桁

③前幅

④後裾幅

⑤袖幅

⑥肩幅

⑦袖丈

⑨任幅

⑨任下さがり

⑩衿下

⑪衿幅(中心)

⑫衿幅下

⑬衿肩明

⑭袖口

⑮前下り

⑮前下り任つけ位置

図 4 寸法計測箇所

下がりである。それ以外の各部分はほぼ平均値

を示した。

全体の平均値と差異がみられた個所を取り上

げる。まず身丈は、全体の平均値 145.7cmに対

して摺箔だけが 143.6cmと短く、他の小袖物は

唐織 145.5cm、厚板 145.2cmと平均値に近似値

を示し、縫箔 147.1cmとその他 147.3cmが多少

長い数値を示した。最小値を示した摺箔と、最

大値を示したその他では 3.7cmの差であった。

更に身丈との関係で衿下に着目する。現在は身

丈とのバランスで衿下寸法は導き出されるo 身

丈が長いと、衿下も長く、身丈が短いと衿下も

短くなる。しかし、この時期の衿下す法には規

則性がみられず、ほぽ同じ身丈の唐織 145.5cm 

と厚板 145.2cmに対して衿下は 51.7cm、46.8cm

と約 5cmの差がみられる。また、異なる身丈

の縫箔 147.1cmと摺箔 143.6cmに対して衿下は

53.0 cm、52.9cmとほぼ同じ数値を示した。

次に身幅は、平均値35.4cm (前幅)・36.9cm (後

幅)に対して、唐織 36.4cm・37.9cm、厚板

37.3 cm・38.9cmと大きい値を示し、その他はほ

ぼ平均値の 35.8cm・36.5cmであった。平均値

より小さい数値を示した縫箔、摺箔は 33.7cm • 

35.6 cmであった。小袖物の中で最小値を示した

縫箔と摺箔は、最大値を示した厚板より前幅で

3.6cm、後幅で 3.3cm狭い数値を示したo この

差を小袖全体の形状で考えると、一身頃、前幅

と後幅を合計すると約 7cm狭くなり、装束の

身幅は二幅から構成されているので 7cmの 2

倍と考えると全体で 14cmもの差が生じること

になり、縫箔・摺箔の身幅は他の小袖物に比べ

ると狭いことがわかるo

前下がりは、平均値が 7.1cmに対し厚板が

5.1 cmと短く、その他が8.3cmと多少長く、そ

れ以外の小袖物、唐織7.1cm、縫箔、摺箔 7.6cm、

とほぽ横並びの数値を示した。

江戸後期における着装の用途別にみる小袖物

のす法の違いは、能装束着装の際、一番上に着

装する表着類である唐織が他の小袖に比べて寸

法が大きいのではないかと考えたが、その傾向
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表 1分析対象資料86領

AX: 崎 制帽 置個 .. 帽 回値 祖宜 畦姐 恒下・， "下 椅唱土 鈴幅下 柿圃明

'開。 ta.o 37.0 37.0 担 S 担S 501.0 230 12.5 制 S ".5 1..5 95 

105.5 70.0 37.0 380 350 お0 且0 22.5 15.0 -'6.5 12.0 15.0 95 

1-'6.5 750 35.0 350 350 泊。 52.0 21。 120 U5 15.5 15.5 100 

''''0 87.5 語。 37.5 325 泊。 52.D 205 11.5 .06.0 105 '.0 105 

l.aO o.o 革。 調 S 制。 括。 日S 220 130 目。 17.0 17.0 100 

'‘00 eao 31.0 お 0 32.5 335 認。 111.0 12.0 69.0 17.0 16.0 10.5 

，.78 個。 担。 調@ 担。 35.0 舗。白 21.5 150 国 S 18ロ

145 700 括。 38.0 担。 360 笥S 225 13。 ...0 19.0 19。 90 

I~。 700 担S 冨7.5 350 350 制 5 230 "。 52.0 200 も80 100 

1・LS 曲 S 泊。 調。 330 35.5 53.0 22.0 13.0 .06.0 15.0 150 10.0 

'崎..0 帽。 31.5 制。 話。 担。 制。 19.0 12.5 師。 17.5 175 95 

'回。 611.5 担。 360 担。 由。 550 220 135 ‘8.0 175 175 95 

'‘85 700 33.5 担$ おS 34.5 制。 230 '‘。 ‘80 '7.0 .70 95 

1~0 制 S 325 ~.O 担。 泊五 53.0 1・0 12.0 日0 16.0 16.0 100 

'.9.5 78.0 制。 39.5 385 却 S 担。 2L0 15.0 ω。 15.0 15.0 10.$ 

1・6.0 71。 31.0 揖 0 お S 37.5 501.0 205 135 ω。 16.5 15.5 105 

1・5.0 70.5 お S お 0 担$ 担S 515 230 120 品。 17.0 165 85 

1・4.5 帥 S 泊。 調。 品。 35.0 51.0 21.5 10.5 却。 16.5 165 9.s 

1-'6.5 !IlI.O 施。 36。 ね S 355 56.s 21.5 180 ‘11.0 1..0 1..0 9.0 

1，岨0 888 36.5 35.5 羽 S 35.3 501.0 20.5 130 ‘8.0 '‘s 14.5 88 

I~O oa。 37.5 375 捕。 320 日S 205 125 “S 
14.5 150 85 

l.a.5 曲。 36.5 37.0 担 E 幻S 51.5 主、.5 円。 4・7.0 125 ...5 u 

lUO 66.5 38.5 唱。 33.5 330 550 22.!も 1・0 お S ".5 18.0 10.0 

'岨S 同事 38.。 330 担5 ぉ。 515 忽 0 円。 45 1..0 135 9.3 

1330 87。 38.0 調。 335 315 幻自 225 115 ‘8.5 120 '‘S 90 

，.95 曲。 37.5 描0 剖 S 33.5 51.5 22.0 12.0 .7.5 120 15.0 10.5 

1.s.0 71.0 37.0 調。 3U 35.5 目。 18.0 1.。 4・0 12.0 150 100 

'“s 
M.5 38.5 38.5 32.0 33.5 545 225 11。 位。 時。 15。 ，。

1.s0 曲 S 調。 調§ 泊。 32.5 550 2・s 1..0 .06.5 155 159 10.0 

'.9.5 7G。 .0.0 岨 0 調。 ‘。。 曲S lU 501.0 17.0 80 

1‘25 随 0 冨7.5 38.0 33.0 33.0 510 泊。 8.0 515 lH 10.0 

'.15 675 350 泊。 羽 5 ~.O 5A.0 包 0 90 4・7.0 150 90 

15010 7・0 350 お S 担 S お S 製;'5 185 130 511.0 125 ，。

1~0 輔 3 36.5 36.5 31.0 35.3 501.5 22.0 100 ....5 15.0 8.3 

''''0 7L5 320 37.5 ~.5 37.0 目。 20.5 130 69.0 15.0 10.5 

1335 685 38.0 調。 32.5 泊。 51.5 200 '.0 .05 17.5 180 100 

I~。 制。 話S 調 S 却 5 335 515 215 18。 501.0 18.5 185 80 

1‘8.5 750 加五 調。 37.0 調。 501.5 19.0 17.0 55.0 155 u 

1・8.7 70.5 29.3 35.0 35.5 35.0 師。 23.5 11.0 57.0 15.5 8.0 

'調。 個。 37.5 38.0 制。 担。 56.5 22.5 '00 530 150 150 7.5 

15010 m。 310 350 35。 話。 511.5 21.5 t・0 515 '6.2 10 

'目。 n。 括。 36.5 350 調S 57.0 20.5 13.5 随 S 15.5 18.0 10。
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ー骨 作品轟轟 時代 世Ii! 量主 情 筒掴 世情 摘錨 踊姐 紬主 緒姐 慢下り 骨下 骨偏A 骨値下 柿田明 槍ロ 前下り
経由E

直噛 佳畢 用血量
前下‘'

相白書瞳'NI予.1IlJei 1却。 71.5 32.0 38-0 35.5 350 "。 19.0 18.5 ωs 16.0 1‘5 115 2s.5 '4.5 90 
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....1:1 
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能装束小柑l物のJtJ途別にみる寸法と着装との関係

表 2・1 江戸時代後期小袖JU途別寸法 表 2・2 江戸時代幕末期 小袖用途別寸法

項目 唐Q 思;i 鑓箔 沼鏑 その他
全体

平均倒
項目 庖11 ~錨 車通箔 沼箔 その他

全体

平均値

平勾包 145.5 145.2 147.1 143.6 147.3 145.7 I 平勾包 150.7 151.4 147.4 148.2 150.9 149.7 

身丈
母鯛包 149.5 150.0 一 144.0 一 一 l

信小包 139.0 134.0 144.5 140.0 一 139.0 I 
身:t

鐙銀笛 146.0 一 一 一 一 一
厄小包 146.0 140.0 一 140.0 142.5 142.5 

短大値 159.0 1鈎.0 154.0 156.0 一 159.0 I 短大包 162.5 157.5 156.0 160.0 162.5 

平均値 69.8 67.6 70.8 68.7 70.3 69.4 平均値 70.5 70.2 68.6 69.3 70.5 69.8 

締
.鯛倍 70.0 66.5 75.0 67.5 一 一
S小包 65.5 64.0 68.8 66.0 一 64.0 

桁
鍾銅値 70.0 68.5 71.0 一
D'I、個 66.5 65.0 一 66.0 66.0 65.0 

a大包 72.0 76.0 75.0 76.5 一 76.5 鐙大値 74.0 75.0 一 76.5 76.5 76.5 

平勾包 36.1 35.5 33.3 34.1 35.9 35.0 平均飽 36.4 37.3 33.7 33.7 35.8 35.4 

前偏
辺倒包 37.5 38.0 34.0 34.0 34.0 

鐙小包 33.5 34.0 29.3 31.0 29.3 
前畑

母鍋飽 35.5 36.5 一 一 36.0 一
iI小錨 30.0 31.5 一 31.0 32.0 30.0 

信大包 38.5 40.0 36.5 37.5 40.0 D大筒 39.0 39.0 一 37.5 39.0 39.0 

平均値 37.9 38.9 35.6 35.6 36.5 36.9 平均値 37.3 37.2 34.9 35.6 36.9 36.4 

後錨
S銅値 38.0 37.0 35.0 31.0 一
D'I、包 34.5 36.0 35.0 34.5 一 34.5 

t量相
位鍋笛 36.0 37.5 一 一 38.0 一
D'I、値 31.5 32.5 一 34.5 33.5 31.5 

母大信 36.5 40.0 39.0 38.0 一 40.0 母大錨 40.5 39.0 一 38.0 39.0 40.5 

平均値 34.5 33.9 34.9 33.6 34.3 34.2 平均倍 34.6 34.9 34.7 34.3 35.0 34.7 

舗錨
信銅飽 35.0 34.5 35.0 32.5 35.0 

iI'l、健 32.0 30.5 33.5 32.5 30.5 
鎗錨

DOI包 35.0 35.5 一 一 36.0 一
母小包 29.0 32.5 一 32.5 32.5 29.0 

母大包 38.5 36.0 37.0 39.5 一 39.5 母大包 40.0 38.0 一 39.5 38.5 40.0 

平均値 34.7 34.1 35.1 35.1 35.3 34.9 平均飽 36.2 35.3 34.0 34.9 35.5 35.2 

同鍋
厄鯛包 35.0 35.0 35.0 35.5 一
信小包 33.0 32.0 35.0 32.5 一 32.0 

周舗
厄銅包 36.0 35.0 34.5 38.0 34.5 

居小包 31.5 32.5 一 32.5 33.0 31.5 

倍大包 39.5 40.0 38.0 37.2 40.0 位大包 39.0 37.0 37.2 38.0 39.0 

平勾笛 54.6 54.3 54.8 53.4 53.3 54.1 平均包 56.6 55.1 54.1 54.8 53.3 54.8 

鋪丈
B鯛包 56.0 55.0 一 53.0 一 一
D小包 51.5 51.5 51.0 52.0 51.0 

舗丈
母傾錨 56.0 52.5 一 56.5 52.5 52.5 

勉'1、値 52.5 52.5 一 52.0 48.0 48.0 

信大値 57.0 60.5 60.0 58.0 一 60.5 短大筒 印 .0 58.5 一 58.0 56.0 60.0 

平均値 21.9 21.0 21.2 20.3 22.8 21.4 平勾包 22.1 21.6 20.1 20.8 22.6 21.4 

経鱈
鑓銀笛 22.5 21.5 21.5 20.5 一 21.5 

0'1¥飽 18.0 20.0 19.0 18.0 18.0 
経錨

短観包 22.5 22.0 一 22.0 お.0 23.0 

D小包 18.5 16.0 一 18.0 20.0 鈎.0

鐙大館 23.0 23.0 23.5 23.0 23.5 lil大館 24.0 24.5 一 23.0 23目。 24.5 

平均値 12.8 14.3 13.4 12.1 12.5 13.0 平均値 13.0 13.3 12.1 12.4 12.4 12.6 

居期包 14.0 12.5 一 13.0 一 一経下がり
D'I、包 6.0 11.0 10.5 10.5 一 6.0 

経下がり
母鍋飽 13.0 13.0 一 12.0 13.5 12.0 

短小包 10.0 11.0 一 10.5 6.0 6.0 

錨大包 15.0 19.0 17.0 13.5 一 19.0 短大包 17.5 18.5 13.5 15.5 18.5 

平勾値 51.7 46.8 53.0 52.9 48.5 50.6 平均値 55.3 54.5 54.7 54.4 54.1 54.6 

衿下
錨鎖也 53.0 44.5 一 46.0 一 一
錨小包 46.0 26.5 43.5 45.2 一 26.5 

衿下
母鎖倒 51.0 60.5 一 一 一
録小包 42.5 48.0 一 45.2 44.0 42.5 

B大包 56.5 54.0 57.0 60.0 ω.0 短大包 75.5 切.5 組。 67.0 75.5 

平均値 14.5 16.3 15.8 15.5 18.0 16.0 平均値 14.2 15.5 14.2 15.0 14.9 14.8 

盛鏑僧 12.0 14.5 15.5 15.0 一衿舗よ
録小包 12.0 12.5 14.5 14.0 12.0 

神鋼上
信銀飽 13.0 16.0 14.0 16.0 13.0 

fil小包 12.0 12.5 14.0 12.0 12.0 

母大僧 20.0 17.5 18.0 17.0 20.0 D大飽 19.0 19.0 17.0 17.5 19.0 

平t司包 15.5 15.5 15.5 15.5 18.0 16.0 平均値 15.6 15.6 15.5 15.1 15.7 15.5 

衿舗下
信鏑値 一 14.5 一 一 一
iI'l‘飽 15.0 13.5 一 14.0 一 15.0 

持価下
母銅包 15.0 16.5 一 14.5 15.0 15.0 

母小包 13.0 12.5 一 14.0 13.0 12.5 

盛大飽 18.0 18.0 17.0 18目。 短大但 17.5 19.0 17.0 17.0 19.0 

平t均値 9.8 9.3 8.9 9.9 8.8 9.3 平均値 9.4 9.9 9.2 8.9 9.4 9.4 

締罰明
録銅値 10.0 9.5 一 10.5 一 一
居小錨 7.5 6.0 8.0 7.0 一 8.0 

衿周明
量E銅包 9.5 9.5 一 9.5 9.5 9.5 

iI'l、包 5.5 8.5 一 7.0 8.0 5.5 

短大包 10.5 10.0 10.0 10.0 一 10.5 母大包 12.0 13.5 一 10.0 10.5 13.5 

平t均値 24.6 24.5 25.3 25.4 26.2 25.2 平均値 24.8 25.8 27.0 25.8 25.1 25.7 

鎗口
局銅笛 お.0 23.5 一 26.0 一 一
B小包 22.5 22.5 21.0 23.0 23.0 

鵠ロ
母銅儲 25.0 25.0 一 26.0 26.5 25.0 

鐙小包 21.0 23.0 23.0 22.5 21.0 

鑓大笛 26.5 25.0 28.5 28.0 一 28.5 趨大飽 29.5 29.5 一 28.0 29.0 29.5 

平勾飽 7.1 5.1 7.6 7.6 8.3 7.1 平t司自 8.2 8.7 4.3 6.8 8.7 7.3 

信銅値 11.0 一 9.0 10.0 一 一前下がり
錨小飽 0.0 。目。 1.5 0.0 一 0.0 

置期信 8.0 11.5 一 一 8.0 8.0 
前下がり

届小包 6.5 2.0 一 0.0 2.0 0.0 

S大僧 16.5 11.5 10.0 22.0 22.0 盛大包 20.5 14.5 22.0 11.0 22.0 

平均値 7.3 4.9 5.1 6.4 3.7 5.5 平士哲也 7.1 6.3 3.0 6.3 7.0 5.9 

厄鍋包 8.0 7.0 一 9.0 一 一経位置前下がり
D'I、自 1.5 0.0 2.0 2.5 0.0 

a鏑包 7.0 9.0 一 7.5 
経位置前下がり

短小包 3.0 1.5 一 2.5 2.0 1.5 

短大包 14.0 8.5 9.0 7.5 一 14.0 錨大倒 11.5 9.0 一 7.5 12.0 12.0 
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は身幅に見られただけであった。また、表着類

の下に着用する着付類である、厚板、縫箔、摺

箔、その他では、摺箔のみ表着類の唐織よりす

法が小さい傾向を示した。全体に、表着類、着

付類の区別ができるほどのす法の特徴はほとん

ど見られず、唯一身幅(前幅・後幅)のみ縫箔

と摺箔の着付類が表着類より狭い傾向を示し

た。それ以外はそれぞれの筒所です法にばらつ

きがあり統一性は見られなかった。

4 -2江戸時代幕末期

小袖物を着装用途別に示した平均値と小袖物

全体の平均値を比較すると(表 2・2)、全体

の傾向としては、唐織は平均値より大きい数値

を示したが、厚板、その他(着付け)は平均値

に近似値を示した。縫箔、摺箔は平均値より小

さい数値を示すものがほとんどであった。

次に小袖の着装用途別に仕立てに必要な 16

箇所の寸法平均値の特徴に注目する。まず全体

の平均値と比較すると、差異がみられたのは身

丈、身幅(前幅・後幅)、袖丈、前下がりである。

それ以外の各部分はほぼ平均値を示した。

全体の平均値と差異がみられた箇所を取り上

げる。まず身丈は、全体の平均値 149.7cmに対

して縫箔 147.4cm、摺箔 148.2cmと短く、唐織

150.7 cm、その他 150.9cmと平均値に近似値を

示し、厚板は 151.4cmと多少長い数値を示した。

最小値を示した縫箔と最大値を示した厚板では

4 cmの差であった。

次に身幅は、平均値35.0cm (前幅)・36.4cm (後

幅)に対して、唐織 36.1cm・37.3cm、厚板

35.5 cm・37.2cm、その他 35.9cm・36.9cmと多

少大きい数値を示した。平均値より小さい数値

を示したのは縫箔 33.3cm. 34.9 cm、摺箔 34.1cm' 

35.6cmであった。小袖物の中で最小値を示した

縫箔は、最大値を示した唐織より前幅で 2.8cm、

後幅で2.4cm狭い数値を示した。前項と同じ考

えで身幅全体を考えると、縫箔は唐織より 10.4

cm狭いことがわかる。

次に袖丈は平均値 54.8cmに対し、唐織 56.6

cmと約 2cm長く、厚板 55.1cm、縫箔 54.1cm、

摺箔 54.8cmと近似値または同じす法を示し、

その他が53.3cmを多少短い数値を示した。

前下がりは平均値 7.3cmに対し、縫箔 4.3cm、

摺箔 6.8cmと短く、唐織 8.2cm、厚板、その他

8.7cmと長い数値を示した。最小値を示した縫

箔と最大値を示した厚板、その他との差は 4.4

cmであった。

なお、前項で不規則な数値を示した衿下のす

法は、幕末期でも、現在のような身丈と衿下の

寸法にバランスの統一性がみられない。例えば、

身丈が最小値を示す縫箔 147.4cmと最大値を示

す厚板 151.4cmに対して、衿下 54.7cm、54.5cm 

である。身丈が長いと衿下も長いという法則は

成り立っていなし、。しかし、この時期の衿下す

法は小袖物全体でほぼ近似値の、 55cm前後の

数値を示し、衿下す法としては規則性がみられ

るようになった。

着装用途別に見る小袖物による寸法の違い

は、表着類の下に着用する着付類である縫箔、

摺箔が他の小袖物に比べると全体に数値が小さ

い傾向を示した。しかし、これら 2種類の小

袖物は、袖口に関しては他の小袖物に比べて大

きい数値を示した。これは重ね着の場合、下に

着用する衣服の袖口が上に着用する衣服より短

いと、袖口から下に着用する衣服がみえる。こ

れをきけるため、上に着用する衣服より、下に

着用する装束の袖口す法も長くなったと考えら

れる。

また、表着類として一番上に着用する唐織の、

数値は大きい傾向を示した。次いで厚板、その

他は着付類の装束であるが唐織と近似値を示し

た。主に唐織の下着として用いる着付類である

摺箔や縫箔の数値は小さく、表着類と着付類の

重ねて着用した場合、下に着るものの寸法を少

なくするというす法関係が明らかである。厚板、

その他は着付類であるが、唐織の下に着用され

る装束ではなく、表着類である水衣、法被等の

大袖物の下に着用されるため、同じ着付類であ

る縫箔、摺箔とは異なる数値を示したと考えら
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区二y

1:;(1 5 ii:J ilj'JYI r能之':;(IJ1‘，Ii:能来堂厳

見u;(lkl，i:!事物館i-"長
マイクロフィルムより+4;'1五 1;(1 6 -2 ~広)， 1耳|

れる。

4 -3 ir:]iILy代後JUJと必ぶJYJの比較

i 1:) i時代後JPJの小~"物と 、 必末期の小 ~II物の

.J-法の傾lillを比較すると、江戸時代後JUJは、ま

だ小相11物の、j・1去がlりj縦な布~I{ iV~寸法により仰心;さ

れていないことがIYJらかとなった。一方、必ぶ

JUJの小hli物は治誌の川途により寸法にある利l主

一定の法WJが定ま ってき たことを読み取ること

がLI\;f~た。 表;.tHtiの1，If織、 ljf織の下に部付知と

してJIJいられることがある総街、摘箔、またlf
付知ではあるがJ占織との if(ねおをしない、何似、

その他 (お付け)との .h.b'，~の現れがそれを，hE

1:;(17 水衣.{f流lJj

能 -~E.f 'J~91! よ り転η

'YJする。，jir.iiliしたが、l占織が小布"物令体で、l法
が大きく、次いで!以板、その他、以後に総??i、

附~fiの}qjiで 、1・1よーが小さくなる。

特に、J"i~ぷが.fJLれた筒所は、身丈、身幅(，jij 

~Ii~ ・ 後削) 、，jíj ドがりである。 |時代が卜.ると 1jt織、

厚紙、その他の身丈、 nIj下がりは長くなる。身

IÞf，iは全ての小布1 1物で ，jíj師が後 I~M より扶い傾向を

示した。

またII.y代をilliして各小布"物の、h.tの変化がほ

とんど'1.:じなかったのは、任中長i、粁 fがり 、怜

日'YJである。

5.詰装方法と小袖物類の寸法の特徴との関係

，jij J.l'iでiI:J i時代後WJか ら oh'þ :;j~JUJへと変化する

H判明に、能装点小 ~II物は種類別に特徴ある寸法

の変化が'1:.じることが明らかとなった。この、j・

7.tの変化と"iJILyJVJに生じた清装)j7.tの変化と|則

辿して検，Hをわ:う 。

江戸時代後JUJから#末JYJへの移行JUJは能袋ボ

小h"物の..{f装んr.tにも大きな変化が'1，じたH打。j

である。能談以小相"物の沼袋方法の一つである

i ，nmt し ~J に iJ: "する。従米のlf装方法は、

)J要最Jtなと'でぶlf;を身体にi合わせることなく、ゆ

ったりとやjおり、似ー線はJ:Eのつま先が比えるか

比えないかくら いの長さで，，ve装していた(，災|
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5)。しかし、江戸後期にはその着装方法に変

化が生じた。上半身の表着の衿が外側に折り返

され、ゆったりとした着装になった。下半身は

腰のあたりに現在でいう「おはしより」が取り

入れられると、下半身が体に沿うようになり、

前下がりが裾線より上向きになり、足が見える

ような着装方法となる(図 6)。このことにより、

小袖の形状にも変化が生じた。従来は前幅と後

幅が岡寸でゆったりとしていた身幅は全体に細

身になり、前幅が後幅より狭くなる傾向となる。

またおはしよりを整えるために、腰紐を用いる

と、裾が上に上がる。それに伴い身丈や前下が

りは従来より長くなることを拙稿で明らかにし
た3)。

しかし今回は、小袖物それぞれのす法に着目

すると、すべての小袖物が同じ傾向を示しては

いなし、。前述の着装方法の変化は唐織の着流し

姿に着目したものである。したがって、唐織が、

この変化を境に身丈、前下がりに変化が生じる

ことは明らかである。しかし、同時期に厚板、

その他(着付け)にも同様の変化が生じたとい

うことは、唐織と同じように着装方法に変化が

生じたと考えられる。これら 3種類の小袖物は、

それぞれが、表着類、着付類として着装に用い

られ、着装の用途は異なる。しかし共通点とし

て「着流し姿Jに用いられる点が挙げられる。

唐織は表着類として、着流しに着装される。厚

板、その他は着付類として、表着類(大袖物)

の下に着用され、着流しで唐織と同じように着

用される場合がある (7図)。

したがって、この「着流し姿」から、おはし

よりを整えるという着装の変化に伴い十分な身

丈が必要となる。おはしよりを整えるために腰

紐を腰に使用すると、裾線と同様に棲先も上に

上がる。それを防ぐために前下がりが長くなっ

た。また身幅の減少に関しても、身幅が広いと、

重ね着した際、また腰紐を締めた際、足さばき

が悪くなる。この 3種類の小袖物に関しては、

着装方法の変化とともに、それに対応するため

に寸法の変化は類似の特徴を示した。すなわち

能楽の舞台演出、舞台効果に順応し、着装変化

と共に寸法および形状が変化し、この時期に新

たなす法の装束として能装束小袖物が確立した

と考えられる。

一方縫箔の身丈は前時代の傾向を維持し、他

の小袖物よりも小さいす法の傾向を示した。ま

た摺箔の身丈は長くはなるものの、他の小袖物

より短くなる傾向を示した。前下がりに関して

は、2種物の小袖物とも短くなる傾向を示した。

これらの小袖物は単独で着付類として表着類

の大柏物との組み合わせの演出もあるが、他の

小袖物との重ね着を行う役割もあるためか装束

として大きくなる傾向が全体を通して見られな

かった。したがって、この 2種物の小袖物の

す法からは、着装の変化の影響を受けず、おは

しよりを整えることなく、対丈で着装すること

を意味し、前時代の着装方法が継承されている。

これは男性の日常着の形状をそのまま維持し継

承したものと考えられる。能楽は男性の芸能で

あるので、装束の一部に、当時の男性の日常着

の着装方法、形状がそのまま継続しているのは

当然のことであろう。

また、これらの着装の変化を受けても、江戸

時代後期、幕末期を通してほとんど寸法の変化

が現れなかった筒所が、「妊幅Ji衿肩明Ji妊
下りJである。これらの寸法は、身幅のゆとり

量の維持と衿合わせに関係する箇所である。

「妊幅jの寸法の維持に関係する能の伝書を

取りあげる。

「両の膝の閲八すばかり、可レ然候。あまり、

女の前のはだかりたるは、いか f敷候」と『八

帖花伝書jありぺまた「女房の下に居る胴作り、

如レ此。左の手をば立てたる方の膝の内へ入

て・・・いかにもく前を狭く、開き候はぬよう

に降うべしJと『八帖花伝書J5)にある。

ここでは男性が演じる女能で座る、蹄うなど

の所作があるが、その際に前がはだけることは

見苦しい、また前が聞かぬようにと指摘されて

いる。時代の変化とともにしかし、着装の変化

と共に、身幅(前幅・後幅)は狭くなる傾向を
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示した。演能の所作をしきたり通りに行うため

に、任幅は従来と同様の広い寸法が維持してい

ると考えることができる。

また、衿合わせに関しては「肌着の鯨なども

深々と引廻し、閉じて首筋より下、肌見すべか

らず。肌着をわが肌にしなすべしJと『世子

六十以降申楽談義jにあるヘ

これは首筋より下の肌を見せないように者装

するには衿元をしっかり重ねなくてはならない

という具体例である。したがって、衿肩明の寸

法が狭く、妊下りが少ないということは、衿元

が聞かないために決められた寸法であるとこと

がわかった。

時代と共に変化する箇所もあれば、これら 3

箇所のように、時代を経ても演能の所作と深く

結びつき、伝書に見られる理念を踏襲し変化せ

ず、守られた筒所もあることが示された。

以上のように、江戸時代後期から幕末期にお

ける能装束小袖物は、着装方法の変化により 2

化したことが実物資料の寸法と、絵画i資料の検

討で明らかとなった。

一方は着装変化に順応して舞台装束としての

寸法に発展した小袖物(唐織・厚板・その他)と、

他方は部分的にはそれに順応しながらも、従来

の着装方法、及び当時の男性のB'i~' ;ffの形態を

そのまま維持した小袖物(縫箔・摺箔)である。

まとめ

江戸時代能楽は、幕府の式楽として重要な位

置にあった芸能である。そのため、幕府の厳し

い支配下のもと技芸のおお磨と伝統の継承が求め

られ、徐々に形式化した九

このように能楽は時代と共に新しく変化する

ことよりも、伝統を継承することに重きをi置か

れた。その中で舞台装束である能装束小布IJ物は、

時代の流れと共に、着装変化が生じ、 l司じ小布"

物の中でも舞台装束へとさらなる変化を遂げた

グループと、男性の日常着の形状を維持したグ

ループとに分化した。また伝統を守るために変

えられない寸法も存夜し、能装束は伝統の維持

と変化との融合の上に成り立っており、江戸時

代後j聞から幕末期は重要なその確立過程であっ

た。

1)拙稿「能装束の形状変化についての考察

-小袖物実物資料寸法と絵画資料の比較

よりJr国際服飾学会誌JNo.36， 19 -36， 

2009 

拙稿「江戸時代後期 19世紀における

能装束小袖物の法量及び形状の特徴-紀

年銘のある作品を中心に-J r服飾文化

学会誌Jvo110， No. 1， 37 -50， 2009 

JIU稿「能装束の寸法及び形状変遷Jr日
本女子大学大学院紀要家政学研究科・人

間生活学研究科J16， 43 -54， 2010 

JII時r6r能装束小袖物の形状変遷に関す

る研究Jr 日本女子大学博士学位論文j

2010 

長11稿「能装束の着装の変化に関するー

私見・小袖能装束の寸法の変化から-J r国
立能楽堂調査研究J独立行政法人日本芸

術文化振興会、 Vol.6， 42 -61， 2012 

2 )現夜の着付け用語である。身丈(出来上

がり寸法)が着丈(着装した時の寸法)

より長く仕立てられた長着を着装すると

き、腰あたりでたくし揚げた部分をいう。

3)抗u稿「能装束小袖物の形状変遷に関する

研究Jr日本女子大学博士学位論文J
2010、80・92

4) r八IlJiIi花伝書J花伝書五巻中村靖雄校注

林屋辰三郎編『日本思想大系 23 古代

'1:' 世芸術論J所収、岩波書応、 1973、

596 

5) 1指摘古 4)603 

6 )世阿弥元前 n止子六十以後申楽談儀』表

市他校注『日本思想大系 24 世阿弥

担ji竹J所収、岩波書脂、 1974、295

7 )表章他『岩波講座能・狂言 I 能楽の暦

史j岩波書応、 1987、90・150
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